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１． 概要 

本装置はＮＴＴ５０ｂｐｓ専用回線を利用して８点のデジタル入力と、８点のリレー出力を有する信号伝送装

置です。また、ディップスイッチの設定により「アースリターン」「メタリックリターン」での通信方式のい

ずれかが選択できます。 

 

２． 仕様 

項 目 内 容 

電源電圧／消費電力 ＡＣ１００Ｖ／１０ＶＡ 

通信方式 
５０ｂｐｓによるシリアル伝送 

（ﾃﾞｰﾀﾁｪｯｸ機能：ﾊﾟﾘﾃｨﾁｪｯｸ、BCCﾁｪｯｸ、ｺﾏﾝﾄﾞﾁｪｯｸ） 

使用回線 アースリターン／メタリックリターン 

異常検出機能 回線断、受信電流検出 

デジタル入力点数 ８点 
入 

 

力 入力形態 

接点あるいはトランジスタオープンコレクタ 

フォトカプラアイソレーション・入力電流：５ｍＡ 

感度：１０msec以上 

出力点数 ８点 
出 

力 
出力形態 リレー接点・接点容量 0.5Ａ／AC100V・DC30V（抵抗負荷） 

外形寸法（ｍｍ） Ｗ×Ｄ×Ｈ＝９０×１８５×１３２．５ 

許容周囲温度 －１０～＋６０℃ 

許容湿度 ３０～８５％ＲＨ（結露なきこと） 

塗装色 マンセル値 ５Ｙ７／１ 半ツヤ 

質量 １．５ｋｇ 

 

３． ブロック図 
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４． 外観図・取付寸法図 
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５． 入出力等価回路 

 

５－１．入力回路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２．出力回路 
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６． 端子台配置図 

 

端子台の適合ネジは端子ネジＭ３です。 

適合端子は以下の通りです。 

 

 

（１）入力端子台 

 

№ 名称 内容 

１ ＤＩ１ デジタル入力１ 

２ ＤＩ２ デジタル入力２ 

３ ＤＩ３ デジタル入力３ 

４ ＤＩ４ デジタル入力４ 

５ ＤＩＣ デジタル入力コモン 

６ ＤＩ５ デジタル入力５ 

７ ＤＩ６ デジタル入力６ 

８ ＤＩ７ デジタル入力７ 

９ ＤＩ８ デジタル入力８ 

１０ ＤＩＣ デジタル入力コモン 

 

 

 

 

（２）出力端子台 

 

№ 名称 内容  

１ ＤＯ１ リレー出力１ 

２ ＤＯ２ リレー出力２ 

３ ＤＯ３ リレー出力３ 

４ ＤＯ４ リレー出力４ 

５ ＤＯＣ１ リレー出力コモン１ 

６ ＤＯ５ リレー出力５ 

７ ＤＯ６ リレー出力６ 

８ ＤＯ７ リレー出力７ 通信タイムアウト 

９ ＤＯ８ リレー出力８ 
回線電流未検出 

（但し、アースリターンのみ） 

１０ ＤＯＣ２ リレー出力コモン２  

φ3.2min

5.3min 4.4max
6
m
a
x

DI6

DI1

DI2

DI3

DI4

DIC

DI5

DI7

DI8

DIC

DO6

DO1

DO2

DO3

DO4

DOC1

DO5

DO7

DO8

DOC2



 6

 

（３）専用線端子台 

 

№ 名称 内容 

１ Ｌ１ 通信ライン１ 

２ ＬＧ Ｃ接地（１００Ω以下） 

３ Ｌ２ 通信ライン２ 

 

 

 

（４）電源端子台 

№ 名称 内容 

１ ＡＣ 電源（ＡＣ１００Ｖ） 

２ ＦＧ Ｃ接地（１００Ω以下） 

３ ＡＣ 電源（ＡＣ１００Ｖ） 

 

 

 

 

 

 

 

７． ディップスイッチ 

 

№ ＯＦＦ ＯＮ 

１ アースリターン メタリックリターン 

２ 親局設定（HH-50C同士の通信時） 子局設定（HH-50C同士の通信時） 

３ － － 

４ 通常出力 出力７・８：異常出力 

※－は未使用  

  

注意事項 

 

①メタリックリターンでＨＨ－５０Ｃと通信する場合は、親局、子局共にディップスイッチＮｏ．２により

親局、子局の設定を行う必要が有ります。一方を親局に設定した場合、他方は子局に設定して下さい。 

     

②アースリターンでＨＨ－５０Ｃと通信する場合は、ディップスイッチＮｏ．２をＯＮに設定して下さい。

各ディップスイッチの設定後、電源を投入して下さい。 

 

③ＨＨ－５０Ａと通信する場合は、ディップスイッチＮｏ．２はＯＦＦに設定して下さい。 

 

④各ディップスイッチの設定後、電源を投入して下さい。 
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FG

AC

１ ２ ３ ４

ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ
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８． 配線 

 

８－１．電源の接続 

 

・電源はＡＣ端子を利用して行います。ＡＣ端子にＡＣ１００Ｖ（１０ＶＡ）を配線して下さい。 

・作業は安全の為、電源の確認を行ってから配線して下さい。 

 

 

８－２．通信線の接続 

 

（１）アースリターンの接続 

・Ｌ１と相手側のＬ２を、Ｌ２と相手側のＬ１を接続します。ＬＧはそれぞれで接地して下さい。 

 （テストを行う場合はＬＧ同士も可能です。） 

・接続が完了したら正面パネルのディップＳＷの１番をＯＦＦにして、電源を投入して下さい。 

 

 

 
（２）メタリックリターンの接続 

・Ｌ１と相手側のＬ１を、Ｌ２と相手側のＬ２を接続します。ＬＧは接続しないで下さい。 

・接続が完了したら正面パネルのディップＳＷの１番をＯＮにして、電源を投入して下さい。 
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９． 通信コマンド 

 

９－１・コマンドの仕様 

各コマンド・レスポンスには共通事項としてスタートコード・エンドコード・チェックサムを付加しま

す。 

 

・スタートコード（02）h 

伝文の最初として判断し、チェックサムのカウント・データ長のバイト確認を開始します。 

コードはＡＳＣＩＩで（02）hを使用します。 

 

・チェックサム（２桁） 

STXの次のコードから計算を始め、ETXまでのコードをＸＯＲ（排他的論理和）したものをキャラクタ

で表現したものです。 

例）STX・Ｒ・ETXの場合 

STXの次から演算を開始して 

（52）h  XOR （03）h ＝ （51）h 

したがってチェックサムは 

上位が（35）h、下位が（31）hとなります。 

 

・データの表現 

データの表現はすべて１６進数化したものをＡＳＣＩＩで表現します。 

接点入力や接点出力のデータは１番目を最下位とし、ＯＮを１、ＯＦＦを０と表現します。 

 

例１）入力１・４・７・８がＯＮ 

入力８番を最上位として２進数で表現すると １１００１００１ 

それを１６進化して（C9）hとなり、データは上位が（43）h、下位が（39）hとなります。 

 

 

９－２．ＨＨ－５０Ｃデータ取得 

 

ＨＨ－５０Ａを経由してＨＨ－５０Ｃのデータの取得を行います。 

 

■取得コマンド 

STX 子局 ｺﾏﾝﾄﾞ SEQ SUM CR 

 

STX ：スタートコード （02）h 

子局 ：子局№「００１」固定（３バイト） 

コマンド ：入力データ要求コマンド「０００１００」（６バイト）

SEQ ：セキュリティナンバー「０１」固定（２バイト） 

SUM ：チェックサム（２バイト） 

CR ：キャリッジリターン 
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■レスポンス 

入力８点の状態取得 

STX 子局 ｺﾏﾝﾄﾞ SEQ DATA SUM CR 

 

STX ：スタートコード （02）h 

子局 ：子局№「００１」固定（３バイト） 

コマンド ：入力データ要求コマンド「０００１００」（６バイト）

SEQ ：セキュリティナンバー「０１」固定（２バイト） 

DATA ：入力データ（２バイト） 

SUM ：チェックサム（２バイト） 

CR ：キャリッジリターン 

 

 

■異常レスポンス 

チェックサムの異常や通信伝文の異常が確認された場合のレスポンス 

NAK CR 

 

NAK ：ＮＡＫコード  （15）h 

CR ：キャリッジリターン 

 

 

９－３．ＨＨ－５０Ｃへのデータ送出 

 

ＨＨ－５０Ａを経由してＨＨ－５０Ｃへのデータ送出します。 

 

■送出コマンド 

STX 子局 ｺﾏﾝﾄﾞ SEQ CHR DATA SUM CR 

 

STX ：スタートコード （02）h 

子局 ：子局№「００１」固定（３バイト） 

コマンド ：入力データ要求コマンド「０００１００」（６バイト）

SEQ ：セキュリティナンバー「０１」固定（２バイト） 

CHR ：キャラクタ数「０１」固定（２バイト） 

DATA ：出力データ（２バイト） 

SUM ：チェックサム（２バイト） 

CR ：キャリッジリターン 

 

■レスポンス 

９－２．ＨＨ－５０Ｃデータ取得・入力８点の状態取得と同様 

 

■異常レスポンス 

チェックサムの異常や通信伝文の異常が確認された場合のレスポンス 

NAK CR 

 

NAK ：ＮＡＫコード  （15）h 

CR ：キャリッジリターン 
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１０． ＤＩ入力について 

   ＤＩ入力１～８は１０msecのチャタリング除去を行っています。 

   コモンと短絡した状態をＯＮとしています。 

   ＨＨ－５０Ｃ同士の通信時は、ＤＩ１～８は相手側のＤＯ１～８に対応します。 

 

１１． ＤＯ出力に付いて 

出力は、受信信号により、リレ－出力でＤＯＣ端子をコモンとしてＯＮ／ＯＦＦします。 

ＨＨ－５０Ｃ同士の通信時は、ＤＯ１～８は相手側のＤＩ１～８に対応します。 

 

 

１２．データ送信タイミング 

 

１２－１．ＨＨ－５０Ａとの通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・データ送信の前に、250msecの送信安定時間を設けています。
・１データ１０ビット（スタート・データ・パリティ・ストップ）で、２００msecの送信時間を要します。
・続いてデータを送る場合は５０msecの安定時間後に、データ送信を開始します。

データ送信開始 次のデータ送信

250msec

データバッファ
書き込み

５ ０ bps送信
50msec

１ﾃ゙ ﾀー（ 20m×10bit） ： 200msec
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１２－２．ＨＨ－５０Ｃとの通信 

ＨＨ－５０Ｃ同士の通信の場合、親機・子機の設定の必要があります。 

親機に設定した場合、データの要求を行います。子機からのレスポンスを受けると再要求を行いま

す。データの要求に対し、子機からのレスポンスが５秒以上無ければデータの再要求を行います。 

子機は要求待ちの状態を継続します。 

 

 

 

■メタリックリターンの場合

・メタリックリターン方式では、親機・子機、交代で転送データを送信していきます。
・送信する前に入力データを取り込み、そのデータを転送データとして相手側に送信します。
・転送されたデータを受信側はパリティやBCC・フォーマットに問題が無いか判断し、正常であれば、
　そのデータを出力（ＤＯ）します。
・入力の発生からデータの転送までは、最大約６秒のズレが発生します。

送信データ確認 送信データ確認 送信データ確認

受信データ出力 受信データ出力 受信データ出力

データ返信開始 データ返信開始 データ返信開始

約２秒

入力

送信

出力

返信

送信データ確認 送信データ確認 送信データ確認 送信データ確認 送信データ確認

受信データ出力 受信データ出力 受信データ出力 受信データ出力

約1.75秒 約0.05秒

入力

送信

出力

■アースリターンの場合

・アースリターン方式では、、全二重方式で転送データを随時送信していきます。
・送信する前に入力データを取り込み、そのデータを転送データとして送信します。
・転送されたデータを受信側はパリティやBCC・フォーマットに問題が無いか判断し、　正常であれば、
　そのデータを出力（ＤＯ）します。
・入力の発生からデータの転送までは、最大約３.６秒のズレが発生します。
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ＳＴ Ａ ＲＴ

メモリ・ Ｉ ／Ｏ
初期化

割り込み設定
初期化

通信方式
記憶

受信バッ ファ
データ有り？

受信データ
終了コード？

受信データ
STXコード ？

受信バッファ
クリア

データフォーマット
確認

出力データ
制御コード？

入力データ
確認コード？

送信データ
NAKセット

送信データ
入力値セット

出力データ
制御

送信データ
ACKセット

データ送信
処理

受信待ち状態
切り換え

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

Ｙ
Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

※データの羅列
　 正規コマンド のチェ ッ ク

　 ＢＣ Ｃのチェ ッ ク

無通信時間
３秒継続？

Ｎ

Ｙ Ａ

Ａ

メ タリ ックリターン
親機？

Ｎ

Ｙ

通信方式
アースリ ターン？

Ｎ

Ｙ

※アースリターンは全二重で通信が可能な為、
　平行して受信処理が行える

アースリ ターン
対DDW-50C？

Ｎ

Ｙ

（１）メインルーチン
　　　・各Ｉ／Ｏの管理
　　　・受信データの確認

　　　・送信データの準備
　　　・回線の監視・制御

 

１３．動作フローチャート 



 13

割り込み開始

データ送信中？

受信データ
有？

送信データ
最終ビッ ト？

入力
チャテリング除去

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

ビットデータ
送信

送信データ
バッファ１Byte消去

受信データ
最終ビッ ト？

Ｎ

Ｙ

ビットデータ
受信

受信データ
バッファ書込

パリティ ビット
正常？

Ｎ

Ｙ 受信データ
クリア

メインルーチンへ

（２）割り込み処理
　　　インターバルタイマによる割り込み（約２７８μsec毎に１回起動）
　　　・各入力のチャタリング除去
　　　・送信データ　ビット制御
　　　・受信データ　ビット管理
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１４．通信手順 

 

１４－１．ＨＨ－５０Ａとの通信 

 

 

１４－２．ＨＨ－５０Ｃとの通信 

 

 

 

ＨＨ－５０Ｃ ＨＨ－５０Ａ パソコン等

データ返信

データ受信

５０bps　データ送信
データ

データ要求

データ受信

５０bps　データ送信
正常データ

異常レスポンス
データ

異常データ
データなし

データ返信

異常データ
データなし

データ要求

データなし
異常データ

５０bps　データ衝突

５０bps　データ送信

データなし
異常データ

※異常データとはパリティなどの通信異常により正規なデータではないものを表わす

ＨＨ－５０Ｃ（ 子機） ＨＨ－５０Ｃ（ 親機）

データ返信

データ受信

５０bps　データ送信
データ

データ要求

データ受信

５０bps　データ送信
正常データ

異常レスポンス
データ

異常データ
データなし

データ返信

異常データ
データなし

データ送信

データなし
異常データ

５０bps　データ衝突

５０bps　データ送信

データなし
異常データ

※異常データとはパリティなどの通信異常により正規なデータではないものを表わす

データ要求５０bps　データ送信

データ返信

データ受信
正常データ

異常データ
データなし

５０bps　データ送信

５０bps　データ送信

データ受信
データ

異常レスポンス
データ

データなし
異常データ
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１５．異常処理 

 

■データ送信の衝突 

データ送信時に相手側もデータ送信となってしまった時、データ衝突となり受信データ取り込み異常と

して無効データとなり、次のデータの受信待ちとなります。 

また、ＨＨ－５０Ｃとの衝突の場合は、親機側が５秒後にデータの再要求を行います。 

 

■通信ラインの異常 

通信ラインに異常が発生し、通信ビット単位で計算を行うパリティチェックに異常があった場合は通信

異常とし、無効データとなり、次のデータの受信待ちとなります。 

また、アースリターンの場合、１０秒間通信電流を検知しないと回線断エラーとなります。 

 

■通信タイムアウトの異常 

１０秒間連続で通信されなかった場合、通信タイムアウトと判断します。 

 

■受信データの異常 

受信データが正しいか判断する為のチェックサムに異常があれば、無効データと判断され、異常レスポ

ンスを返信し、次のデータの受信待ちとなります。 

ただし、ＨＨ－５０Ｃとの通信時は異常レスポンスを返信しません。 

 

■エラー出力について 

ディップスイッチで設定しておけば、異常状態を出力させる事が出来ます。ＯＮが正常状態です。 

 

 

１６．機器構成図 

 

ＨＨ－５ ０Ｃ

ＤＯＳ／Ｖパソコンなどの
　 ＲＳ－２ ３ ２Ｃ制御機器

ＨＨ－５ ０Ａ
ＲＳ－２３２Ｃ

５０bps専用回線

ＨＨ－５ ０Ｃ
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１７．避雷器接続図 

 

 
 

L1

FG

L2

AC

FG

AC

T1 

T2 

L1 

L2 

L1 

L2 
E 

通信回路 

避雷器（森長電子製） 
ALPK-VN2S(TM48) 

u 

v 

U 

V 

AC 

AC 
E 

電源線 

ALPK-VN2P(PWA10100) 

DI1

DI2

DI3

DI4

DIC

DI5

T1 
T2 

L1 

L5 

DI1 

DI3 

ＨＨ－５０Ｃ

ALPK-VN8S(MCD12) 

DI6

DI7

DI8

DIC

T3 
T4 
T5 
T6 
T7 
T8 

L2 DI1C 
L3 DI2 
L4 DI2C 

L8 DI4C 
L6 DI3C 
L7 DI4 

T1 
T2 

L1 

L5 

DI1 

DI3 
T3 
T4 
T5 
T6 
T7 
T8 

L2 DI1C 
L3 DI2 
L4 DI2C 

L8 DI4C 
L6 DI3C 
L7 DI4 

E 

ALPK-VN8S(MCD12) 

E 

DO1

DO2

DO3

DO4

DO1C

DO5

T1
T2

L1 

L5 

DO1 

DO3 

DO6

DO7

DO8

DO2C

T3
T4
T5

T6
T7
T8

L2 DO1C 
L3 DO2 
L4 DO2C 

L8 DO4C 
L6 DO3C 
L7 DO4 

T1
T2

L1 

L5 
T3
T4
T5
T6
T7
T8

L2 
L3 
L4 

L8 
L6 
L7 

E

E

注)

・AC100V/0.5Aの場合 
   ALPK-VN8S(MCA100) 

DO1 

DO3 

DO1C 
DO2 
DO2C 

DO4C 
DO3C 
DO4 

・DC24V/0.5Aの場合

   ALPK-VN8S(MCD24) ※ 注) 

・DC24V/0.5Aの場合

   ALPK-VN8S(MCD24) ※ 注) 

各入力信号 各出力信号


